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午前(10:00~12:00)

概要 講師

１３日 土 GLAFS　オリエンテーション
懇談会

２０日 土
①

グループ共同研究発表会１
研究進捗状況発表会１
ライブラリ オリエンテーション

２７日 土
４日 土
１１日 土

②

グループ共同研究活動１ セミナー１　「要介護期の自立を考える：通所介護編」ーナイトデイ
サービス　よいち銀座　はくちょう（通所介護事業所）の取り組みー
　社会福祉における措置の発想から脱却し、自立支援の時代に
ふさわしい、当事者ニーズを踏まえた介護サービス（通所編、訪問
編、短期入所編）についてアセスメントともに考える。

阿部珠江（社会福祉法人　よいち福祉会） 大槌コミュニティサ
ポート実習/ 移動支援
体験実習　オリエン
テーション

１８日 土
２５日 土 ③ 研究進捗状況発表会２
１日 土 ④ グループ共同研究発表会２
８日 土

⑤

セミナー２　「生活支援を問い直す（自宅で暮らす・最期を過ご
す）」
　住みなれた自宅で最期まで自分らしく暮らすためには、住まいと
ケアがどのように連携すればよいのか、要介護になったときの生
活支援はどうなっているのだろうか。そこで、住まいとケアサービ
ス、さらには生活支援との連携の最前線を学ぶ。

柴田範子（非営利活動法人　楽）
関野幸吉（SOMPOケア株式会社）
（G２と連動）

１５日 土

⑥

セミナー４　「グループワーク技法を学ぶ」
　当事者が私的生活の深層をみつめ、自分の真のニーズに気づく
ことを促し、意識変容とともにそれらを政策形成へとつなげていく
手法について学ぶ。集団的意思形成手法、小集団の知識を集約
し構造化する技法（KJ法型WS）について、実習を通して学ぶ。

杉崎和久（法政大学大学院）
（共同研究の手法と連動）

２２日 土
⑦

グループ共同研究活動２ 特別セミナー１　「Politics of Anguish: How Alzheimer's disease
became the malady of the 21st century」

Mario Garrett（San Diego State University）

２９日 土

⑧

セミナー３　「高齢期に自宅をどう管理するか？　バリアフリー・住
み替え支援」
　高齢期に負担となる戸建住宅の管理についえ、バリアフリー支
援、住み替え支援、リバースモーゲージの活用事例などについて
学ぶ。高齢期の在宅生活を支えるための居住環境、その際に必
要な要件を検討し，住まいの観点からみた課題解決について理解
を深める。

岸英恵（積水化学工業株式会社）
久須美則子（コミュニティネットワーク協会・高齢者住宅情報セン
ター東京）
（G３-２と連動）

６日 土

⑨

セミナー１１　「Soceity 5.0 地域を見る＋守る」
　心身が弱ってきた高齢者の自立的生活を支えるためには、地域
協働の見まもりと生活支援体制が重要となる。地域住民による見
守りの最前線を学ぶとともに、住民の限界を専門職との連携やＡＩ
等のＩＣＴ技術の活用によって協働して行う取組みの最前線を学
ぶ。

伊藤研一郎（東京大学高齢社会総合研究機構）
牧敦（日立製作所・日立東大ラボ）
高野渉（大阪大学　数理・データ科学教育研究センター）
（G７と連動）

１３日 土 ⑩ グループ共同研究活動３
２０日 土

⑪
研究進捗状況発表会３
グループ共同研究発表会３
懇談会

２７日 土

⑫

グループ共同研究活動４ セミナー６　「復興期のコミュニティデザイン」
　災害からの復興は社会基盤インフラの近代化を意味するが、し
かし被災地においても高齢社会、人生100年時代への対応が求め
られており、インフラ・住宅だけでなく、生きがいづくり、地域福祉、
地域経済などを同時に解決する立体的な復興が求められている。
自然災害の多い我が国おける災害復興と高齢社会対応について
コミュニティの視点から学ぶ。

似内遼一（東京大学高齢社会総合研究機構）
梅本大輔（東京大学高齢社会総合研究機構）
（G４５６と連動）

実習１　移動支援機器
体験

８月 ３～５日 土～月 実習２　大槌コミュニ
ティサポート

５日 土 セミナー７　「団塊スタイル最前線―シルバー民主主義を脱却で
きるのか？」
　「社会保障制度の充実が少子化を招く」「人生100年時代を強調
すればするほど、消費は冷え込む」等、少子高齢化をファクトと
データで読み解いていくと、意外な事実が見えてくる。世代間格差
についても然り。経済学を通して読み解く世代間格差の実像と、そ
の是正のための抜本的な改革案について伺う。

島澤諭（中部圏社会経済研究所） 柏地域活動実習./対
人ケア実習　オリエン
テーション

１２日 土 グループ共同研究活動５ 実習４　柏地域活動実
習（10/14振替）

１９日 土 グループ共同研究発表会４
２６日 土 セミナー１３　「リビング・ラボ：ニーズのつなげ方」

　超高齢社会対応の製品・サービス開発の手法として注目を集め
ているリビングラボがもつ可能性について理解を深めたい。

鎌倉リビングラボ（本多広幸）
地域共創リビングラボ（調整中）
エイジフレンドリーリビングラボ秋田

２日 土 セミナー９　「高齢者福祉の未来」
　最期まで自分らしく、家族や地域とともに暮らしていく実態を知
る。そして、人が生き切ることとはどういうことか、そのために家・ケ
ア・医療のみならず、福祉制度はどうあるべきか、まちづくりには
何が必要となるのかを考える。

和気純子（首都大学東京）
税所真也（東京大学高齢社会総合研究機構）

９日 土 研究進捗状況発表会４
１６日 土 セミナー１２　「どうしたら最後まで“作って”食べられるか？」

　後期高齢者になる１日３食３６５日の買い物・食事づくりを行うこ
とに体力面での課題が生じる。しかし人は食べなければ暮らせな
い。栄養が大切という局面から、1日3食をどう確保するか？という
局面にあたり、食を中心とした介護予防・生活支援の最前線を学
ぶ。

平野覚治（老人給食ふきのとうの会）
入澤いづみ（東京都栄養士会）

２３日 土・祝日
（勤労感謝の
日）３０日 土 グループ共同研究活動６

７日 土 セミナー５　「高齢者の移動を支援する」
　高齢者の移動を支援する諸制度（交通バリアフリー法など）につ
いて、基礎的なことを学び、最新の論点を学ぶ。高齢者の移動や
見守りを支援するための機器は、支援を受ける人の生活の質確
保、介護職員の負担軽減などさまざまな観点で期待が高まってお
り、その実態を把握する。

大森宣暁（宇都宮大学地域デザイン科学部）
河原民子（NPO法人全国移動サービスネットワーク）

１４日 土 セミナー８　「Age Friendly City (AFC)」
　WHOの目指すAFC と超高齢社会における地方自治体の政策の
あり方を考えるとともに、超高齢社会における地方自治体の総合
的な政策のあり方について、ともに議論する。

児玉夕子（秋田市福祉保健部長寿福祉課エイジフレンドリーシティ
推進担当）
後藤純（東京大学高齢社会総合研究機構）
（G４５６と連動）

２１日 土 グループ共同研究発表会５
研究進捗状況発表会５
懇談会

特別セミナー２　「日本人の死生観──落語と仏教」
　無宗教と言われる日本人。だが、伝統的な芸能には、仏教を基
盤として成立しているものや、仏教の影響を強く受け展開している
ものが多く、実は落語もその中のひとつだ。今回の特別講義で
は、落語を導入に私たちの日常生活に脈々と息づいている仏教
の死生観について、お話ししていただく。

釈徹宗（相愛大学教授、浄土真宗本願寺派・如来寺住職）

特別セミナー３　「栄養寄り添い型ソリューション」
　増大する在宅療養者に対する食事・栄養支援を行うため、栄養
ケアサービスの確実な提供を目指し、地域住民に「寄り添い」そし
て「ソリューション」を実践している取り組みについて学ぶ。

西村一弘（日本栄養士会）

１８日 土 実習５　対人ケア実習
（平日振替）

２５日 土 グループ共同研究活動７
２月 ８日 土 研究進捗状況発表会６
３月 ７日 土

※　場所は、午前：工学部8号館7階、午後：工学部3号館31号室を基本とする

４月

連休

２０１９年度　GLAFSコアセミナー　プログラム

月 日 曜日

午後(13:00~17:00)

G演習
グループ共同研究発表会/研究
進捗状況発表会/懇談会等

セミナー
フィールド実習

５月 連休

五月祭

６月

７月

１０月

１１月

連休

１２月

国内報告会
グループ共同研究発表会６
懇談会

１１日 土１月

センター試験


